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令和8年度(第72回)齋藤茂吉文化賞受賞者の決定について

月15日(火)午前 10時30分から県庁内において齋藤茂吉文化賞委員会を開催
令和 8年度(第 72 回)齋藤茂吉文化賞の受賞者を以下のとおり決定しました。
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山形県観光文化スボーツ部
三、民文化芸術振興
^

齋藤茂 女貝

〒990-8570 山形市松波2-8-1

筈玩姜簾

(拝奪)

住所

79

山形県書道連盟会長、山形県芸術文化協会副会長、
東根市芸術文化協会会長等

・高校の教員として、多くの生徒に厳しさの中にも書の
喜びを与える芸術書道の教育にあたり、青少年の健全
育成に尽力。
・書塾等を通して、幅広い年代の書道の指導にあたり、
指導者として多くの賞を塾生に受賞させるとともに、
本人も書道家として多くの賞を受賞し、書道文化の普
及・発展に貢献。
・書道を通じた山形県と中国との文化交流事業の実現に
尽力するなど、国際的な芸術文化の発展及び友好交流
に貢献。

東根市

茶道
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功績概要

舒
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山形県美術連盟名誉会員、白甕社常任委員等

・本業の傍ら、絵画を学び、庄内の自然と風士、働く人々、

伝統などを描き続け、日展、県美展などで大賞をはじめ

多くの賞を受賞しているほか、俳句・短歌・詩創作等の

芸術文化活動を実践。令和2年には、詩集明山の風」

を発刊、山形県芸術文化協会賞を受賞。

・地域での絵画指導を通じ、子どもたちの情操教育に努め
るほか、障がい者施設での交流など生涯学習にも携わり、

長年にわたり地域の芸術文化の振興・発展に尽力。

鶴岡市

(敬称略・五十音順)

篇營和¥
モうさい

(宗栗)
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分野

下
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山形市

表千家同門会山形県支部参与、山形茶道宝紅会副会長

・茶道団体の役員として、茶道文化の普及や次世代の人材

育成に努め、県内の文化活動の振興に寄与。

・県内の文化施設や観光施設等で茶会を実施するとともに、

様々な文化イベントにおいて、誰でも茶道を体験できる
講座を提供し、茶道文化の普及と発展に貢献。
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(参考)
1 贈呈式(山形県産業賞及び山形県科学技術賞と合同で開催)
時:令和 8年11月3日(火・祝)午前 10時30分から
場所:山形県郷士館「文翔館」(山形市旅篭町)

2 齋藤茂吉文化賞について

齋藤茂吉文化賞は、齋藤茂吉の偉業を偲び昭和30年に創設されたもので、芸術又は学術の面で功
績があり、本県文化の向上に寄与された個人又は団体を顕彰しているものです。

選考は、学識経験者等で構成する齋藤茂吉文化賞委員会(委員長:知事)が行い、広く県内各方
面から推薦を受けた方々の中から受賞者(個人又は団体)を決定します。

3 これまでの受賞者(第 1~72 回)

①芸術部門文

休

劇

楽日

その他

②学術部門人文科学

自然科学

【問合せ先】

県民文化芸術振興課課長補佐早川

電話:023-630-2306

広報監観光文化スポーツ部次長鈴木
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令和8年度(第72回)齋藤茂吉文化賞受賞者
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令和8年度(第72回)齋藤茂吉文化賞受賞者
功績概要書

氏

年

住

邦

名

あおやぎ

具体的功績

青柳安展(祥雲)
齢

所

79 歳

1

門

やすのぶ

東根市

昭和"年から私立山形電波工業高等学校(現:創学館高等学校)に奉職し、同校に

芸術書道の教科を設置。多くの生徒に厳しさの中にも書の喜びを与える芸術書道の教

育にあたり、青少年の健全育成に結びつけた。

美術(書道)

しょううん

2 書塾等を通して、幅広い年代の書道の指導にあたり、指導者どして塾生を数々の受賞

へ導くとともに、書道文化の普及・発展に貢献している6

3 平成2年から東根市議会議員、平成 15年から山形県議会議員を務め、長年にわたる

議員活動を通して文化施設や生涯学習の環境整備に取り組むなど、教育・文化行政の

活性化に貢献した。議員在任中は、山形県書道連盟と中国黒龍江省書法協会との山形

県文化交流事業の実現に尽力し、国際文化交流に貢献した。

4 現在、山形県芸術文化協会副会長、山形県書道連盟会長、山形県総合書道展運営委員

長をはじめ、多岐にわたる役員や審査員等を担い、山形県の芸術文化の向上発展に尽

力している。

また、最近では、日展出品作品を東根市立東根小学校に寄贈したほか、東根市タント

クルセンター落成記念の肩額の寄贈、県立寒河江工業高等学校の校歌揮毫など、地域

の芸術振興に貢献している。

山形県書道連盟会長

山形県芸術文化協会副会長

東根市芸術文化協会会長等

昭和55年山形県総合書道展県知事賞

昭和認年樫墨書院展文部大臣賞

平成12年山形県書道連盟書道功労賞

令和5年山形県教育功労者表彰

考

現在の役職

2 主な受賞歴

備
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令和8年度(第72回)齋藤茂吉文化賞受賞者
功績概要書

氏

年

住

名

部

いさお

功小林
こばやし

具体的功績

齢

所

冬出歳

1

門

本業の傍ら、絵画を学び、庄内の自然と風士、士地で働く人々、伝統などを描き続け、日

展、日本水彩画展、県美展、地方展など、多くの展覧会に出品し、大賞をはじめ多くの

賞を受賞している。

また、致道博物館をはじめ、各地で延べ35回ほど個展を開催している。

鶴岡市

美術(絵画)

2 東田川文化記念館で開催している「子どもの士曜美」教室を通して、子どもたちの情操教

育の向上に努めるとともに、障がい者施設において生涯教育活動に携わるなど、長年にわ

たり地域の芸術文化、生涯教育の振興・発展に尽力している。

3 藤島芸術文化振興会(現:藤島芸術文化協会)など地域の美術団体の数々の要職を

務め、地域の芸術文化の振興発展に寄与した。

4 絵画創作のほか、俳句・短歌・詩創作等の文学分野でも様々な創作活動を行い、令和2年

には、詩集明山の風」を発刊し、第44回山形県芸術文化協会賞を受賞している。

主な受賞歴

考

現在の役職 日洋会委員

日本美術家連盟会員

山形県美術連盟名誉会員

白甕社常任委員

鶴岡市芸術祭賞選考委員長

昭和61年日洋展奨励賞

平成Ⅱ年日洋展優秀賞

平成Ⅱ年日展入選

2

備
1



令和8年度(第72回)齋藤茂吉文化賞受賞者
功績概要書

氏

年

住

部

名

たかみや

具体的功績

高宮和子(宗采)
齢

所

1

85 歳

門

かずと

平成20年山寺立石寺における東北献茶式を計画・実施し、平成27年、令和4年には

同式において茶席を担当するとともに、様々な行事において茶席を担当し、茶道文

化の振興、発展に貢献した。

山形市

余道

そうさい

2 第18回国民文化祭生活文化フェスティバルを始めとして、子どもたちの茶道体験の

指導を行うなど、若手人材への茶道文化の普及に努めるとともに、宝紅庵を利用し

た勉強の機会を設けるなど茶道文化に触れる機会の創出に貢献している。

3 「やまがた伝統文化フェスタ」などのイベントで講師を務めるとともに、もみじ公

園内の「宝紅庵」において茶道の研鐙に励むなど、指導者として茶道文化の発展・

継承に貢献している。

4 宝紅会の役員として日本三大茶会のーつに数えられる鈍翁茶会の普及に尽力する

ととも"日本の伝統文化である茶道をカジュアルに体験する"をコンセプトとした

「やまがた街なか茶会」に携わるなど茶道文化の普及に貢献している。

山形市民文化賞

表千家同門会支部特別功労者賞

考

現在の役職

2 主な受賞歴

表千家同門会山形県支部参与

山形茶道宝紅会副会長

平成22年

令和元年

備
1


